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患者団体・研究者・企業・行政の協働の例（臨床試験にみんながアクセスしやすい社会を創る会）

共同通信47NEWSホームページ（2023年6月8日報道）より

共同発起人
• 一般社団法人全国がん患者団体連合会
• 一般社団法人日本難病・疾病団体協議会
• 特定非営利活動法人Asrid
• 順天堂大学医学部附属順天堂医院・齊藤光江氏
• 国立研究開発法人国立がん研究センター・若尾文彦氏

オブザーバー：日本製薬工業協会・森和彦氏
オブザーバー：厚生労働省医政局研究開発政策課治験推進室
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「臨床試験にみんながアクセスしやすい社会を創る会」の活動（jRCTの改修）

厚生労働省ホームページ「令和５年度厚生労働省予算概算要求の主要事項」より

「臨床試験にみんながアクセスしやすい社会を創る会」より
医政局研究開発政策課治験推進室の飯村康夫室長に
「jRCT改修についての要望書」を手交（2023年12月12日）
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臨床研究データベース大規模改修事業（厚生労働省・令和6年度補正予算）

厚生労働省第43回厚生科学審議会臨床研究部会資料より
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jRCTのユーザーインターフェースの改善

厚生労働省第43回厚生科学審議会臨床研究部会資料より
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jRCTの今後の改修予定（一部）

厚生労働省第43回厚生科学審議会臨床研究部会資料より
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2025年4月8日衆議院厚生労働委員会にて

衆議院厚生労働委員会での参考人招致（2025年4月8日）
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衆議院厚生労働委員会での参考人招致（2025年4月8日）

⚫ 薬機法の第六十八条では、何人も、承認前の医薬品

について、その名称、製造方法、効能、効果又は性

能に関する広告をしてはならないとされている。

⚫ 令和五年の厚生労働省監視指導・麻薬対策課長通

知では、治験に係る情報提供の取扱いについて、治

験情報を求める者のみに対して情報提供を行うこ

とができるとされている。

⚫ 日本では、ｊＲＣＴ、臨床研究等提出・公開システムに

おいて情報公開されてはいるが、例えば米国ではＮ

ＩＨ、国立衛生研究所の支援により、リサーチマッチ、

つまり、患者さんと臨床試験のマッチングを行うよ

うなサイトも出てきている。

⚫ これは、命が限られた患者の中で命の情報格差を

生む、極めて不公平な取扱いだと考えられることか

ら、薬機法第六十八条を改正いただく、あるいは第

六十八条の対象から治験や臨床試験に関わる情報

を除外するなどの対応が必要と考える。
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治験に関する広告規制

8日本における倫理的連携のためのコンセンサス・フレームワーク

厚生労働省令和７年度第２回厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会資料より



治験の情報提供に関する通知（令和5年1月24日 薬生監麻発0124 第1号）

薬生監麻発0124第1号令和５年１月２４日厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課長通知／内閣府第1回健康・医療・介護ワーキング・グループ厚生労働省提出資料より
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ResearchMatch（リサーチマッチ、米国）

https://www.researchmatch.org/より
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治験に関する広告規制の今後の検討の方向性
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厚生労働省令和７年度第２回厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会資料より
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JCOGリンパ腫グループによるレイサマリー（JCOG1305）

JCOGリンパ腫グループホームページより
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